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ここでは，自動車の業界団体であるMISRA（The Motor

Industry Software Reliability Association）が策定して

いるガイドライン「MISRA安全性解析（MISRA-SA）」につい

て解説する．MISRA-SAは，2008年に策定される予定の機

能安全規格「ISO 26262」に適合した開発実務を実現するた

めのガイドライン（指南書）という位置付けにある．（編集部）

MISRA（The Motor Industry Software Reliability Asso-

ciation；ミスラまたはミズラと発音）と聞くと，皆さんは，自

動車業界で用いられるCプログラミング・ガイドライン「MIS

RA-C」を思い浮かべるかもしれません．実は，MISRAとは，

ガイドラインを作成している業界団体の名称であって，ガイド

ラインそのものではありません．

MISRAは，自動車関連ソフトウェアの安全性や信頼性に関

わる研究と，ガイドラインの作成を行っています．

「MISRA Safety Analysis（MISRA安全性解析；以降，MIS

RA-SAと表記）」も，MISRAが作成しているガイドラインの一

つです．

● 自動車分野における機能安全対策の実務指針

MISRA-SAは，自動車および自動車のサブシステムで安全性

に関連するソフトウェアを開発する技術者のための，安全性解

析に関するガイドラインです．現在は最終ドラフト版が配布さ

れ，世界各国からコメントを集めているところです（1）．これが

終了すると初版が発行されます（早ければ，2006年末までに発

行される予定）．

自動車業界では今世紀に入ってから，完成車であれECU

（electric control unit）部品であれ，搭載する組み込み制御ソフ

トウェアの信頼性を明確に示すことを求める声が高くなってき

ました．この要請に応えるため，Cソース・コードの信頼性を

検証する手段として，MISRA-Cが各国の自動車メーカで採用

されたという経緯があります．日本はこの要請に的確に対応し

て，ソース・コード・レベルでの品質向上を果たしました．そ

して次の課題が，安全性解析というわけです．

安全性検証という観点では，IEC 61508とその派生規格が今

後の国際標準になると言われています．自動車分野における派

生規格としては「ISO 26262」が2008年に策定される予定です．

MISRA-SAは，この規格を満足する開発実務を実現するための

指南書という位置付けになります．

規格には，どの工程でどういった文書（ドキュメント）をこう

した方法論で作りなさい，という定義が並んでいます．例えば，

航空宇宙産業でのキャリアのある技術者ならば，規格を読めば

どうすればよいかが分かりますし，開発組織自体がその定義を

満たす形になっているものです．しかし，一般の自動車産業で

は，航空宇宙産業などと比較して発展の仕方が異なったため，

技術者がエンジニアリング・プロセスと計算根拠を学ぶ必要が

あります．さらに，定式化された安全性解析についても知らな

い技術者が多く存在します．こうした自動車産業の実情を踏ま

えて発行されるのが，MISRA-SAです．いわば，これから生ま

れるISO 26262に対処するための，実務上のガイドラインとい

う位置付けになります（図1）．

筆者がMISRAの存在を知ったのは1996年でした．それ以来

10年間，彼らの活動を観察する機会（一種の幸運）に恵まれまし

た．MISRAは1900年代の初頭から，産学連携で来るべき自動

車産業の在り方を研究し，時代の要請に合わせてガイドライン

を発行してきています．これは一朝一夕ではまねできないもの

です．幸い，日本はMISRA-Cの策定にいろいろ貢献している

ので注1，MISRA-SAに関しても優先的に情報を提供してもらえ

る立場にあります．本稿もMISRAの了承の下に，ドラフト版

に基づいて解説しています．
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● MISRA-SAの概略

MISRA-SAについて知りたい方は，何はさておき原文を読む

のが一番です注2．ただし，99ページの英文を一気に通読できる

気力と語学力が必要です．そこまで労力（コスト）をかけること

にためらいがある方には，本稿を読んで全体の骨子を理解して

おき，翻訳版が出てから詳細を理解する，という方法をお勧め

します．

以下に，ドラフト版の概略（要約）を示します．

¡第1章：本書の目的，IEC 61508や DEF STAN00-56との

関係

MISRA-SAを策定したメンバはIEC 61508の策定にもかか

わった人たちであり，ISO 26262の委員でもあります．また，

MISRA-Cによるコード品質改善も推進してきたわけですから，

標準ルールを作るだけでは現場に適用するのは難しいことを理

解しています．このため，過去10数年の経緯を解説して，

MISRA-SAの位置付けを明確にしています．

¡第2章：安全性保障の開発文化，安全性を扱うための概念

安全性マネージメントという言葉を用いて，製品開発の中で安

全性を明示的に設計に取り込むための仕組みや考え方を解説して

います．この仕組みがあれば，開発組織において国際標準が要

請するさまざまなドキュメントを合理的に作成できるはずです．

¡第3章：従来のV字開発プロセスに安全性保障を加味する

V字開発プロセスは，よく知られているところです．このプ

ロセスに対して，安全性を保障するための工程をどのように加

えるべきかが解説されています．

¡第4章：事前安全性解析

事前安全性解析とは，システム開発の事前（もしくは初期）に

行うべき製品の安全面の解析作業です．特にプログラミング可

能な電子デバイス（いわゆるマイコンなどのこと．IEC 61508で

“programmable electronic”と表現されている．PEと略す）を

新規に用いて製品を開発する場合に，そのリスク評価を含めて

解析を実施する方法が記述されています（具体的な項目について

は，図1に示す「事前安全性解析」ブロックの中の記述を参照の

こと）．

¡第5章：詳細安全性解析

詳細安全性解析とは，安全性解析をより具体的に記述したも

のです．「システム設計」，「類推的解析と演繹的解析」，「結果

解析」などの項目が含まれます．

¡第6章：参考文献

¡付録A. システムと潜在危険（hazard）特定モデル

B. What If解析
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図1 MISRA-SAのライフ・サイクル（ドラフト版）

黒四角の数字は，IEC 61508のライフ・サイクルにおけるフェーズとの対応を示している．
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注1：ここでは主に，自動車技術会のテクニカル・ペーパ，自動車工業会の
サブセット・ガイドライン，2002年4月に発足したMISRA-C研究会
のMISRA-C解説書などを指している．MISRA-C研究会は現在，NPO
法人であるSESSAME（組込みソフトウェア管理者・技術者育成研究
会）のワーキング・グループとして活動している．

注2：ドラフト版は一般には公開されていない．興味のある方は直接MISRA
に掛け合うか，SESSAME事務局に連絡してみることをお勧めする．


